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リ
オ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
終
わ
り
ま
し
た
。

Ｔ
Ｖ
で
観
る
選
手
や
監

督
、
コ
ー
チ
の
悲
喜
こ

も
ご
も
の
姿
や
厳
し
い

練
習
風
景
等
の
舞
台
裏

持
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

ア
ス
リ
ー
ト
は
「
努
力
は
裏
切
ら
な
い
」
と
云
い
ま

す
。
向
上
心
や
努
力
を
い
か
に
持
続
す
る
か
、
難
し
い

課
題
で
す
。

　

柔
道
や
シ
ン
ク
ロ
で
指
導
者
の
力
の
大
き
さ
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。
詩
吟
を
教
え
る
者
と
し
て
、
そ
の
楽

し
さ
と
難
し
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
が
、
指
導
法
で

こ
れ
が
正
解
と
云
う
の
は
無
さ
そ
う
で
す
。
要
は
師
弟

の
信
頼
関
係
や
教
室
の
空
気
と
い
っ
た
人
間
関
係
で

す
。
そ
れ
も
時
に
は
考
え
に
齟
齬
が
生
じ
た
り
、
誤
解

に
よ
り
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
師
弟
関
係
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
が
好
き
な
英
国
の
教
育
学
者
の
言
葉
を
紹
介
し
ま

す
。

　
「
良
い
先
生
は
か
み
砕
い
て
教
え
る
。

　
　
　

優
れ
た
先
生
は
考
え
さ
せ
る
。

　
　
　
　
　

偉
大
な
先
生
は
心
に
火
を
つ
け
る
」

「
良
い
先
生
」「
優
れ
た
先
生
」
に
な
る
の
も
至
難
の
業

で
す
が
、
指
導
者
と
し
て
は
、〝
燃
え
る
心
を
持
っ
た
〟

弟
子
に
育
て
る
！
。
夢
で
す
ね
。

を
見
て
い
る
と
、
つ
い
詩
吟
の
世
界
と
ダ
ブ
ら
せ
て
し

ま
う
こ
と
も
度
々
で
し
た
。
例
え
ば
陸
上
男
子
４
０
０

ｍ
リ
レ
ー
で
す
。
日
本
の
４
人
の
タ
イ
ム
は
外
国
選
手

に
及
ば
ず
で
す
が
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲

得
。
詩
吟
で
も
合
吟
や
連
吟
、
特
に
コ
ン
ク
ー
ル
で
は

各
人
の
吟
力
に
加
え
、
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
の
よ
う
に
細

部
に
ま
で
神
経
の
行
き
届
い
た
吟
法
、
吟
調
の
研
究
と

練
習
の
積
み
重
ね
が
大
事
だ
、
等
々
。

　

勝
つ
と
い
う
共
通
目
標
が
あ
る
五
輪
選
手
と
異
な

り
、
趣
味
で
は
人
に
よ
り
そ
の
目
的
も
練
習
環
境
も
十

人
十
色
で
す
。
し
か
し
、
た
だ
楽
し
け
れ
ば
い
い
と
云

う
人
も
、
う
ま
く
な
り
た
い
と
い
う
向
上
心
は
誰
で
も
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
詩
吟

　
　
　
　

 　
　
　
　
　

顧
問　

内
山 

岳
青

行
事
予
定

碩
心
会
秋
季
審
査
会

　

日
時　

９
月
25
日
（
日
）
開
会
９
時
45
分

　

場
所　

葉
山
福
祉
文
化
会
館
大
会
議
室

詩
吟
体
験
教
室　

Let's SHIGI

〜N!

　

日
時　

10
月
８
日
（
土
）
開
会　

午
後
１
時

　

場
所　

カ
ト
リ
ッ
ク
茅
ヶ
崎
教
会
ヨ
ゼ
フ
会
館

逗
子
市
詩
吟
詩
舞
連
盟
秋
季
発
表
大
会

　

日
時　

10
月
29
日
（
土
）
開
会
午
後
１
時

　

場
所　

 

逗
子
文
化
プ
ラ
ザ
・
な
ぎ
さ
ホ
ー
ル

葉
山
町
文
化
祭

　

日
時　

11
月
５
日
（
土
）
開
会
12
時
30
分　

　

場
所　

葉
山
福
祉
文
化
会
館
ホ
ー
ル

鎌
倉
市
詩
吟
詩
舞
連
盟
秋
季
大
会

　

日
時　

11
月
６
日
（
日
）
開
会
10
時
30
分

　

場
所　

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
き
ら
ら
鎌
倉
）

詩
吟
体
験
教
室　

Let's SHIGI

〜N!

　

日
時　

11
月
12
日
（
土
）
開
会　

午
後
１
時

　

場
所　

葉
山
町
立
図
書
館

神
奈
川
岳
風
連
合
会
吟
詠
大
会

　

日
時　

11
月
19
日
（
土
）
開
会
10
時 

　

場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
エ
ポ
ッ
ク
な
か
は
ら
）

第
８
回
相
州
岳
風
連
合
吟
詠
大
会　

　

日
時　

11
月
23
日
（
水
）
開
会
10
時

　

場
所　

葉
山
福
祉
文
化
会
館
ホ
ー
ル

れ
っ

つ
　

し
　

ぎ
　

〜
　

ん

れ
っ

つ
　

し
　

ぎ
　

〜
　

ん



  

新
支
部
「
悠
々
支
部
」
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
会
長　

有
友 

嘉
岳
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残
暑
厳
し
い
８
月
20
日
（
土
）、
葉
山
町
福
祉
文
化

会
館
に
於
い
て
夏
季
吟
道
講
座
が
開
催
さ
れ
た
。
出
席

者
１
０
５
名
。
大
会
議
室
は
会
員
で
満
席
と
な
っ
た
。

　

上
村
会
長
の
「
今
日
は
熱
中
症
に
は
な
ら
な
い
よ
う

吟
の
熱
中
症
に
な
っ
て
頂
き
た
い
。
楽
し
い
一
日
に
し

た
い
。」
と
の
挨
拶
の
後
、
文
字
通
り
熱
気
溢
れ
た
講

義
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

第
一
講　
俳
諧
歌
「
金
が
降
る
」
一
茶　

菊
池
世
岳

先
生
。「
俳
諧
歌
は
テ
ン
ポ
よ
く
、
リ
ズ
ム
よ
く
、
言

葉
を
大
切
に
。
長
い
詞
書
は
韻
読
の
よ
う
に
」と
先
生
。

一
茶
の
生
涯
や
歴
史
背
景
を
織
り
交
ぜ
て
の
１
時
間
。

　

第
二
講　
漢
詩
（
俳
律
）「
秘
書
晁
監
が
日
本
に
還

る
を
送
る
」
王
維　

内
山
岳
青
顧
問
。
遣
唐
使
阿
倍
仲

麻
呂
が
日
本
に
帰
国
す
る
際
に
王
維
が
作
っ
た
詩
を
、

当
時
の
唐
の
詩
人
達
の
繫
が
り
な
ど
、
壮
大
な
歴
史
の

一
部
に
触
れ
な
が
ら
の
吟
指
導
。

　

第
三
講　
近
代
詩
「
小
景
異
情
」「
犀
川
」
室
生
犀

星 

東
京
岳
川
吟
道
会　

二
宮
岳
裕
先
生
。
金
沢
の
土

地
に
息
づ
く
詩
情
を
吟
に
込
め
て
の
ご
指
導
。
吟
じ
方

を
少
し
変
え
て
み
る
と
よ
り
味
わ
い
深
い
吟
が
生
ま
れ

る
な
ど
、
詩
情
を
表
現
す
る
視
点
を
学
ん
だ
。

　

第
四
講　
和
歌
「
子
等
を
思
ふ
歌
一
首
」
山
上
憶
良 

上
村
岳
章
会
長
。
詩
の
情
感
を
経
験
や
日
常
の
様
々
な

場
面
か
ら
想
像
し
て
吟
ず
る
こ
と
が
、
よ
い
吟
に
な
る

こ
と
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
感
想
等
も
含
め
８
名
の
方
か
ら
の

  
第
19
回
碩
心
会
夏
季
吟
道
講
座

発
言
が
あ
り
、
ま
た
昨
年
俳
諧
歌
を
ご
指
導
く
だ
さ
っ

た
玉
峯
吟
詠
会
半
間
岳
雨
先
生
の
お
話
も
あ
り
、
充
実

し
た
講
座
の
締
め
括
り
と
な
っ
た
。
今
ま
で
あ
ま
り
馴

染
み
の
な
か
っ
た
吟
題
に
取
り
組
み
、
碩
心
会
の
目
標

『
吟
技
の
向
上
』
を
体
現
し
た
一
日
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
森　

晶
風
）

　

会
場
の
声

◇
会
場
は
吟
を
精
進
す
る
１
０
５
名
の
会
員
で
、
熱
気

　

と
緊
張
感
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。（
渚　

伊
藤
茜
山
）

◇
吟
指
導
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
歴
史
あ
り
、
人
物

　

像
あ
り
で
意
義
あ
る
一
日
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
酔
吟　

鈴
木
康
風
）

◇
吾
が
青
春
の
詩
人
犀
星
を
２
本
で
吟
じ
、
連
夜
の
五

　

輪
観
戦
の
眠
気
も
醒
め
た
。（
東
伏
見　

山
本
新
岳
）

◇
俳
諧
歌
、
思
っ
た
よ
り
出
来
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
６
月
１

日
付
け
で
新
た
に

「
悠
々
支
部
」（
逗
子

地
区
）
を
会
員
４
名

で
ス
タ
ー
ト
致
し
ま

し
た
。

　

教
場
は
主
と
し
て

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
相
模
原

駅
ビ
ル
内
の
相
模
原

市
民
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
内
会
議
室
に

置
き
原
則
と
し
て
月

２
回（
第
１
・
第
３
金
曜
日
）の
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

新
会
員
４
名
は
い
ず
れ
も
私
が
勤
務
し
て
い
た
会
社

の
後
輩
で
あ
り
、ま
た
会
社
の
Ｏ
Ｂ
会
（
悠
々
ク
ラ
ブ
）

の
幹
事
を
務
め
て
い
る
仲
間
で
も
あ
り
ま
す
の
で
気
心

は
知
れ
て
お
り
、
子
弟
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
良

好
で
自
由
な
雰
囲
気
で
稽
古
を
進
め
て
い
ま
す
。
通
常

の
教
室
は
週
１
回
の
稽
古
が
原
則
で
し
ょ
う
が
、
私
も

含
め
新
会
員
の
住
所
が
東
京
、
川
崎
、
相
模
原
と
バ
ラ

つ
い
て
い
る
た
め
初
め
か
ら
無
理
も
で
き
ず
月
２
回
、

４
時
間
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
来
年
の
春
の
審

査
会
に
は
葉
山
ま
で
遠
征
し
て
初
段
の
審
査
を
見
事
に

パ
ス
で
き
る
吟
技
を
ご
披
露
し
た
い
と
一
同
頑
張
っ
て

お
り
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

自
分

の
物
に

す
る
の

に
は
時

間
が
か

か
る
と

思
い
ま

す
が
頑

張
り
ま

す
。　

（
悠
吟　

渡
邉
香

岳
）

講座担当の菊池世岳、二宮岳裕、上村岳章、
内山岳青の各先生方（向かって左側より）

万膳義太郎、福原トキ子、鍋田敏一、有
友、吉田昌之支部長（向かって左側より）
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去
る
、
６
月
19
日
（
日
）
小

田
原
市
民
会
館
に
て
平
成
28
年

度
準
師
範
、
師
範
、
正
師
範
、

上
席
師
範
、
計
92
名
の
出
吟
数

　

碩
心
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
、「
こ
の
ペ
ー

ジ
は
ス
マ
ホ
に
優
し
く
な
い
」
と
の
記
事
を
見
つ
け
ま

し
た
。最
近
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
増
え
て
い
る
と
の
実
感
が
あ
っ
た

だ
け
に
、
や
は
り
、
遅
れ
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
か
と
感

じ
ま
し
た
。

　

７
月
27
日
に
ア
ッ
プ
し
た
「
第
36
回
碩
心
会
吟
詠
温

習
会
」は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
モ
バ
イ
ル
）や
タ
ブ
レ
ッ

ト
で
も
閲
覧
し
や
す
い
よ
う
に
、
レ
イ
ア
ウ
ト
と
デ
ザ

イ
ン
を
調
整
し
ま
し
た
（
図
１
）。

　

図
２
に
前
年
と
の
比
較
を
示
し
ま
す
。
ペ
ー
ジ
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
示
す
ペ
ー
ジ
訪
問
回
数
は
モ
バ
イ
ル
で
は

２
倍
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、直
帰
率（
１
ペ
ー

ジ
閲
覧
後
離
脱
し
て
し
ま
う
ユ
ー
ザ
ー
の
割
合
）
は
全

デ
バ
イ
ス
で
改
善
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ペ
ー
ジ
を

更
新
し
た
直
後
の
８
月
の
１
カ
月
を
と
っ
て
み
る
と
、

41
％
と
目
標
の
40
％
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
す
べ
て

の
ペ
ー
ジ
を
モ
バ
イ
ル
対
応
に
変
え
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
ペ
ー
ジ
は
、温
習
会
、

吟
詠
と
詩
舞
の
集
い
、
初
吟
会
、
お
よ
び
レ
ッ
ツ
詩
吟

等
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
便
り

ら
に
魅
力
あ
る
サ
イ

ト
に
す
る
た
め
に
は
、

ユ
ー
ザ
ー
の
見
て
い

る
デ
バ
イ
ス
に
合
っ

た
画
面
を
提
供
す
る

  

神
静
地
区
師
範
吟
詠
大
会
に
出
吟
し
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
与　

立
澤 

岳
晴

第 36 回 碩心会温習会 会計報告
科 　 目 決 算 額 摘　　要

収
入
の
部

出 吟 料 152,000 円 1,000 円 ×152 名
大会補助金 60,000 円 本部より補助金
合 計 212,000 円

支
出
の
部

温 習 会

13,000 円 ホール、大会議室使用料
14,800 円 ホール、大会議室設備使用料
11,289 円 プログラム作成代
15,998 円 コンクール関係、お礼

100,100 円 昼食代（お弁当・お茶）
傷 害 保 険 6,000 円 東京海上日動火災保険
事務・通信費 6,298 円 コピー、FAX、文具、電話等
会 議 費 18,969 円 反省会、その他
会 場 費 3,000 円 説明会（１回）
運 送 費 4,000 円 買物及び当日運搬費
交 通 費 15,020 円 駐車場代含む
予 備 費 656 円 ビニール手提げ袋（お弁当用）・セロテープ
小 計 209,126 円
本部会計返金 2,874 円
合 計 212,000 円 で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
碩
心
会
か
ら
は
準
師
範
の
部
に

有
友
嘉
岳
、
菊
地
岳
悠
の
両
先
生
、
師
範
の
部
に
は
立

澤
岳
晴
で
す
。

　

選
ん
だ
吟
題
は
「
河
内
路
上
」
で
す
。
こ
の
詩
に
つ

い
て
述
べ
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。
私
は
気
ま
ま
な
旅
を
楽

し
む
事
が
好
き
で
、
こ
の
詩
に
関
連
の
あ
る
奈
良
県
吉

野
山
に
は
何
度
か
登
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
楠
木
正
行

が
南
北
朝
時
代
の
武
将
正
成
の
名
を
過
去
帳
に
録
し

詠
歌
を
題
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
如
意
輪
寺

に
も
行
き
参
拝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
阪
府
の

楠
妣
庵
付
近
の
名
勝
古
跡
を
訪
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
作
者
菊
池
渓
琴
の
す
ば
ら
し
い
詩
に
魅
了

さ
れ
ま
し
た
。

　

吟
詠
に
充
た
っ
て
。
諺
こ
と
ざ
わ「
読
書
百
遍
意
自
ず

か
ら
通
ず
」
か
ら
始
め
、
一
句
目
は
南
朝
の
頃

か
ら
在
っ
た
と
思
わ
れ
る
古
木
の
景
色
を
現
し

た
叙
景
で
す
。
二
句
目
と
三
句
目
は
作
者
の
感

情
を
述
べ
た
抒
情
で
す
。
四
句
目
は
奈
良
県
と

大
阪
府
に
跨
る
金
剛
山
下
の
夕
ぐ
れ
の
景
観
を

現
し
た
叙
景
で
す
。
要
は
、
詩
の
心
を
掘
り
下

げ
表
現
す
る
事
で
す
。

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
興
味
を
引
く
ペ
ー
ジ
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
も
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。「
碩
心
」
は
会
員
の
広
報
紙
で
す

が
、
会
員
以
外
に
も
吟
を
愛
す
る
多

く
の
人
に
広
め
た
い
貴
重
な
記
事
が

豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
そ
の
一
部
を
掲
載
し
て
碩

心
会
の
活
動
を
魅
力
的
な
ペ
ー
ジ
に

仕
上
げ
て
行
く
こ
と
も
、
訪
問
者
の

増
加
に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
思
い

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
掲
載

ペ
ー
ジ
の
ア
イ
デ
ア
や
ア
ド
バ
イ
ス

を
お
願
い
し
ま
す
。　
（
森　

祐
風
）

デバイス ページ訪問回数 直帰率
前年（Ａ） 今年（Ｂ） Ｂ−Ａ 前年（Ａ） 今年（Ｂ） Ｂ−Ａ

デスクトップ 3,235 1,200 △ 2,035 71% 57% △ 15%
モバイル 145 316 171 68% 54% △ 13%
タブレット 53 62 9 45% 39% △ 7%

前年（2015/5/28 〜 2015/8/27）　今年（2016/5/28 〜 2016/8/27）
図２：デバイス毎のページ訪問回数と直帰率

図１：スマホ対応画面
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詩
吟
と
私

　
　
　
　
　
　
　

 

瀧
の
坂
支
部　

坂
上 

葉
風

　

私
の
詩
吟
と
の
出
会
い
は
、
ひ
ょ
ん
な
事
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
平
成
14
年
５
月
の
葉
山
町
文
化

祭
で
の
詩
吟
会
場
の
隅
っ
こ
に
勝
手
に
入
っ
て
い
た
の

で
す
。
興
味
が
誘
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
伝
統
あ

る
碩
心
会
の
65
周
年
記
念
大
会
だ
っ
た
と
は
、
後
で

知
っ
た
の
で
、
お
許
し
く
だ
さ
い
。
こ
の
年
の
９
月
に

な
っ
て
上
村
先
生
の
お
誘
い
を
受
け
て
入
会
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
以
来
、
翌
年
の
春
初
段
、
来
春
は
皆
伝
へ

の
挑
戦
で
す
。
日
頃
、
懇
切
な
御
指
導
を
頂
い
て
、
応

用
の
面
で
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
慶
弔
共
に
、
そ
の
場

に
相
応
し
い
漢
詩
な
り
、
和
歌
を
吟
じ
た
り
し
て
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。必
要
な
時
は
自
分
で
作
っ
て
吟
じ
ま
す
。

　

は
て
さ
て
、
こ
の
私
の
心
臓
も
何
時
止
ま
る
や
ら
、

毎
春
の
高
齢
者
検
診
で
不
整
脈
が
出
る
と
云
わ
れ
る
の

で
す
が
、
私
自
身
は
全
然
信
用
し
て
い
な
い
の
で
す
。

自
覚
症
状
が
無
い
し
、
何
時
止
ま
っ
て
も
い
い
と
思
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
最
近
聞
い
た
話
で
は
、
岳
風
流
統

の
丹
田
呼
吸
法
や
二
句
三
息
の
吟
法
を
持
続
す
れ
ば
、

人
生
の
ガ
ス
抜
き
に
も
な
り
、
脳
細
胞
等
の
ド
ー
パ
ミ

ン
と
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
働
き
や
精
神
活
動
も
活
発
化
す
る

妙
力
が
あ
り
、
健
康
と
鋭
気
が
養
わ
れ
る
と
い
う
。

　

お
陰
で
私
の
不
整
脈
も
や
が
て
消
え
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
訳
で
、
偶
然
出
会
っ
た

詩
吟
と
今
の
私
の
存
在
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

  　
詩
吟
健
康
法

　
　
　
　
　
　
　

や
よ
い
支
部　

山
口 

青
山

　

東
日
本
大
震
災
の
年
に
入
会
し
ま
し
た
。
詩
吟
を
始

め
た
目
的
の
一
つ
は
身
体
の
中
心
・
幹
で
あ
る
、
丹
田

を
意
識
す
る
こ
と
で
し
た
。
詩
吟
初
体
験
者
な
の
で
上

手
に
吟
ず
る
の
は
二
の
次
で
「
二
句
三
息
」
と
「
腹
式

呼
吸
」
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
５
年
も
経
つ
と
臍
下
三

寸
・
丹
田
の
辺
り
の
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
を
少
し
は
意

識
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
感
覚
が
あ
り
ま
す
。

　

私
の
後
入
会
さ
れ
た
仲
間
に
は
、
詩
吟
経
験
の
あ
る

方
、声
楽
に
長
け
た
方
、漢
詩
の
素
養
が
あ
る
方
、等
々

多
士
済
々
で
す
。
皆
様
の
吟
に
接
す
る
た
び
に
、
日
々

た
ゆ
ま
ぬ
発
声
練
習
、
そ
し
て
、
素
読
の
重
要
性
を
認

識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
努
力
な
く
時
間
の
経
過
に
よ
り
雅

号
が
山
に
至
っ
た
者
と
し
て
は
恥
ず
か
し
い
か
ぎ
り
で

28 年８月現在 会員数
 逗子地区 １１１名
 葉山地区 ７７名
 合　　計 １８８名

　

金
、
銀
、
銅
そ
れ
ぞ
れ
に
輝
き
と
重
み
が
あ
る

が
、
そ
れ
を
勝
ち
取
れ
な
か
っ
た
多
く
の
選
手
達

の
ド
ラ
マ
に
も
胸
が
熱
く
な
る
。
彼
ら
の
言
を
借

り
れ
ば
、
競
技
は
楽
し
む
事
が
大
切
で
あ
る
と
い

う
。
楽
し
む
者
に
は
勝
て
な
い
。

編

集

後

記

　

来
年
開
催
予
定
の
「
碩
心

会
創
立
80
周
年
記
念
大
会
」

の
内
容
も
決
ま
り
そ
れ
ぞ

れ
稽
古
に
励
ん
で
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
当
日
は
会

員
、
ご
来
場
の
皆
様
共
々
詩

吟
を
楽
し
み
た
い
。　
　
　

　
　
　
　
　
　

広
報
部

冠　　　稱

＊入会（８月 1 日付）
　220 永

な が い
井 翔

しょうた
太（真澄）逗子市沼間

　紹介者 髙橋岳之
 ＊退会
　173 長谷川 静雄（松和）

す
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
私
は
詩
吟
を
軸
と
し
た
健

康
法
で
若
さ
を
保
ち
、
長
く
吟
ず
る
こ
と
が
出
来
る
身

体
と
心
の
維
持
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
腹

式
呼
吸
に
よ
る
発
声
、
吟
ず
る
正
し
い
姿
勢
、
課
題
吟

を
暗
記
す
る
「
脳
力
」、
そ
し
て
、
身
体
の
中
心
に
な

る
丹
田
認
識
な
ど
は
私
の
健
康
法
に
見
事
に
は
ま
り
ま

し
た
。
体
幹
を
意
識
す
る
の
で
日
常
生
活
に
お
け
る

様
々
な
姿
勢
に
も
好
影
響
が
出
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

幸
い
碩
心
会
は
有
難
い
集
ま
り
で
、
心
の
若
さ
は
容

易
に
維
持
可
能
で
す
。後
期
高
齢
者
目
前
の
私
で
も「
若

手
」
扱
い
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会　員　の　う　ご　き

＊総本部より、碩心会の２名の先生方が
　冠稱を贈られました。おめでとうござ
　います。（平成 28 年７月 1 日付）
　◎ 宗 帥 上村 章　（岳章）
　◎ 宗 匠 立澤 千世見（岳晴）


